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=亀岡サッカースタジアムに係るアユモドキ保全に関する方針について
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市からの事情聴取のた

同時1平成25年 1月 11日 (全)午前lo時～12時   `:
場所 =府庁文化棄境部会議室             ・

参加、:亀岡市役所環境市民部幕事政策翠 ■■課長、■■際長、■■担当
府文
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1府教育委員会文化財保護課記念物担当 DIl議号、■■主奪

府文化環境部環境・エネルギー局自然環境保全課 l■■課長、■卜査

会議趣旨:亀岡市内に決定したサッカ∵スタジアム建設tこ
つ

￨ヽ■、ア
ユモ ドキ生尋地など

に関連して亀岡市募境政策課から、今後の保全方策の方向性などについて説明を求

めたもの。

会議結果 :.

【亀岡市の説明】

◎ナッォースタジアム建設￨■階レてltアニモドキのサンクチュアリを設野 定11.
◎サンク'チュァリにっいては、平成20年に専門家に喜う7予モドャ研郷会かり鐸言が
あつたもので、今回めスタジアム建設に合わせて具体化していきたいと考えている。

◎現在アユモドキが遡上する用水路は、L三二
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あり、いずれも少なかった昨年は数匹のみ確認。以前iま もつと多い時もあった。普段

水はなく、ファプリダムの水位が上がったこきに読れ込む。その際に曽我谷り:￨の河日

で生まれたアユテドキも上がっていき、毎年、水を31いたときに取り残される個体を

救出している。魚の習性上、遊上していぅだけで、生尋隼囲ではない・:…
二五」
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ヒ遡墜豊二金駈され失われる予率。    _
→現に輝上して生息しているなら、それは生息範囲と見るべきでは?.用水路は生息

地でなく、失われても影響がないとまで1ま言えなぃのではないか。専門家の判断が必

至 (自然。文化〕
◎推定個体数は I120と H24カ:少なかった。.― に薫
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==コによれば、この2カ年は曽我谷川の本が少なく藻が大量に発生した `

・のが原因ではないかとのこと,水が動かないとエサの供給量が減るため,尊1につい

ては、曽我谷り￨￨で産卵後(分散してEI==耳 =￢ぁたりまで諄上していキ。  ´ti「
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授からは、今回のサンクチュアリ設置につぃて賛同いただいており、特に共生

ゾニンについては、

道を整備して産卵場を作ってはどうかということと、亀岡市内 (文化資料館など)で
.アユモドキの系統保存がFき る血段を整備してはどうか、との意見をいただいている.

轡 授からこちらが聞いている意見とニュアンスが異なるように思うので、先生
のご意見を十分聞いて、再度すりあわせが必要では?(自然)












